
個人で安中市全体or九十九地区のみで課題だと
思うことを書き出した後、グループ内で共有し
ました。その後、１人２点投票してグループで
課題を１つ選びました
⇒選んだ課題は、
【安中市/九十九地区の○○解決のために九十九
小では何が可能か？】に入れて文章化！

旧九十九小学校利活用市民ワークショップ かわら版 作成・お問い合わせ
安中市役所 企画政策部資産活用課
E-Mail:shisan@city.annaka.lg.jp【これまでの経緯とワークショップの概要】

令和３年度末に閉校になりました旧九十九小学校は、令和６年２月に学校内に残された物品を配布する物品無償譲渡
会を実施し、利活用の検討ができる状態になりました。
令和６年６月～８月には、民間企業など自らが実施主体となる団体を対象に利活用ニーズ調査を行い、計４団体から

事業提案をいただき、改めて旧九十九小学校の利活用の可能性を感じました。
そこで、次に様々な立場や年齢の方々で活発な意見交換を行い、市民視点で旧九十九小学校の利活用におけるアイデ

アやニーズを話し合うワークショップを開催しました。

実施日 令和７年２月11日（火・祝）ＰＭ
参加者 ４５名

大学生・地域おこし協力隊・区長会・松井田商工会・安中青年会議所・旧九十九小学校校長経験者・市民公募(２１人)

「安中市全体の魅力創出
につながるよう活発に
意見し、提案してほしい」

１.市長あいさつ

３グループに分かれて、
校舎・アイビーホール
を見学しました

市より、安中市の公共施設・
廃校の現状・ニーズ調査の結
果などを説明しました

２.施設見学 ３.input talk

４.work①課題を考える

グループで選んだ課題を解決す
るためのアイデアを個人で考え
た後、グループ内で共有して意
見交換を行いました

５.work②アイデアを書き出す

半日の集大成を各グループ熱意
を込めて発表しました！
発表後には、市長のほか、引率
で来てくださった高崎商科大学
の熊倉特任教授・美藤教授より
感想をいただきました

６.発表・感想

各意見のとりまとめは次
のページにあります！



※各グループの成果品はHPにも掲載しています

今後の予定
今回のワークショップでの意見を受けて、市の方向性を出し、
令和７年度中に利活用の公募を行う予定です

出てきた主な意見とアイデア

安中市HP


